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前
三
条
（
第
四
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
第
四
十
五
条
第
三
号
に
掲
げ
る
現
金
又
は
物

品
の
交
付
の
相
手
方
が
未
決
在
所
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
七
条
第
三

項
及
び
第
四
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
り
、
並
び
に
第
四
十
八
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十

条
第
一
項
」
と
、
前
条
中
「
第
四
十
七
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
在
院
中
在
所
者
へ
の
差
入
物
の
引
取
り
等
）

第
五
十
一
条

少
年
鑑
別
所
の
長
は
、
第
四
十
五
条
第
三
号
に
掲
げ
る
現
金
又
は
物
品
の
交
付
の
相
手
方
が
在
院
中
在

所
者
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
現
金
又
は
物
品
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
き
は
、
差
入
人
に

対
し
、
そ
の
引
取
り
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

一

在
院
中
在
所
者
の
保
護
者
等
が
持
参
し
、
又
は
送
付
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
。

二

婚
姻
関
係
の
調
整
、
訴
訟
の
遂
行
、
修
学
又
は
就
業
の
準
備
そ
の
他
の
在
院
中
在
所
者
の
身
分
上
、
法
律
上
、

教
育
上
又
は
職
業
上
の
重
大
な
利
害
に
係
る
用
務
の
処
理
の
た
め
在
院
中
在
所
者
が
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

な
も
の
で
あ
る
と
き
。

三

在
院
中
在
所
者
が
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
、
そ
の
改
善
更
生
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
少
年
鑑
別
所
の
長
は
、
第
四
十
五
条
第
三
号
に
掲
げ
る
現
金
又
は
物
品
の
交
付
の

相
手
方
が
在
院
中
在
所
者
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
現
金
又
は
物
品
が
同
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

と
き
に
お
い
て
、
健
全
な
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
援
助
を
受
け
る
こ
と
そ
の
他
在
院
中
在
所
者
が
そ
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
事
情
が
あ
り
、
か
つ
、
次
の
各
号
（
交
付
の
相
手
方
が
鑑
別
対
象
者
で
な
い
場
合

に
あ
っ
て
は
、
第
三
号
を
除
く
。）の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
引
取
り
を
求

め
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一

交
付
に
よ
り
、
少
年
鑑
別
所
の
規
律
及
び
秩
序
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
き
。

二

交
付
に
よ
り
、
在
院
中
在
所
者
の
改
善
更
生
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
と
き
。

三

交
付
に
よ
り
、
在
院
中
在
所
者
の
鑑
別
の
適
切
な
実
施
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
と
き
。

３

第
四
十
七
条
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
（
第
四
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
第
四
十
五
条
第

三
号
に
掲
げ
る
現
金
又
は
物
品
の
交
付
の
相
手
方
が
在
院
中
在
所
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
四
十
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
り
、
第
四
十
八
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
」

と
あ
り
、
並
び
に
第
四
十
九
条
中
「
第
四
十
七
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、「
第
五
十
一
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

（
各
種
在
所
者
へ
の
差
入
物
の
引
取
り
等
）

第
五
十
二
条

第
四
十
七
条
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
（
第
四
十
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
号
を
除
く
。）の
規
定

は
、
第
四
十
五
条
第
三
号
に
掲
げ
る
現
金
又
は
物
品
の
交
付
の
相
手
方
が
各
種
在
所
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
七
条
第
一
項
中
「
と
き
、
又
は
当
該
物
品
が
刑
事
訴
訟
法
（
少
年
法
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
被
観
護
在
所
者
が
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
」
と
あ
る
の
は
、「
と
き
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
金
品
の
領
置
）

第
五
十
三
条

次
に
掲
げ
る
金
品
は
、
少
年
鑑
別
所
の
長
が
領
置
す
る
。

一

第
四
十
五
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
物
品
で
あ
っ
て
、
第
四
十
六
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
も
の

二

第
四
十
五
条
第
三
号
に
掲
げ
る
物
品
で
あ
っ
て
、
第
四
十
七
条
第
一
項
（
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
四
十
八
条
第
一
項
（
第
五
十
条
第
二
項
、
第
五
十
一
条
第
三
項
及
び
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）、第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
引
取
り
を
求
め
な
い
こ
と
と
し
た
も
の（
在

所
者
が
交
付
を
受
け
る
こ
と
を
拒
ん
だ
物
品
を
除
く
。）

三

第
四
十
五
条
各
号
に
掲
げ
る
現
金
で
あ
っ
て
、
第
四
十
七
条
第
一
項
（
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
引
取
り
を
求
め
な
い
こ
と
と
し
た
も
の

２

少
年
鑑
別
所
の
長
は
、
在
所
者
に
つ
い
て
領
置
し
て
い
る
物
品（
法
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）の
総
量（
第

五
十
五
条
第
一
号
に
お
い
て
「
領
置
総
量
」
と
い
う
。）が
領
置
限
度
量
（
在
所
者
と
し
て
の
地
位
の
別
ご
と
に
在
所

者
一
人
当
た
り
に
つ
い
て
領
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
物
品
の
量
と
し
て
少
年
鑑
別
所
の
長
が
定
め
る
量
を
い
う
。
同

号
に
お
い
て
同
じ
。）を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
在
所
者
に
対
し
、
そ
の
超
過
量
に
相
当
す
る
量
の
物
品
に
つ
い
て
、

そ
の
保
護
者
等
そ
の
他
相
当
と
認
め
る
者
へ
の
交
付
そ
の
他
相
当
の
処
分
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
腐
敗
し
、
又

は
滅
失
す
る
お
そ
れ
が
生
じ
た
物
品
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

３

第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
処
分
を
求
め
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
領
置
物
品
の
使
用
等
）

第
五
十
四
条

少
年
鑑
別
所
の
長
は
、
在
所
者
に
つ
い
て
領
置
し
て
い
る
物
品
の
う
ち
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
在

所
者
が
使
用
し
、
又
は
摂
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
、
在
所
者
が
そ
の
引
渡
し
を
求
め
た
場
合
に
は
、

法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
引
き
渡
す
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
所
持
す
る
物
品
の
総

量
が
次
項
の
規
定
に
よ
り
所
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
物
品
の
量
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
場
合
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

２

少
年
鑑
別
所
の
長
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
在
所
者
が
引
渡
し
を
受

け
て
所
持
す
る
物
品
及
び
在
所
者
が
受
け
た
信
書
で
そ
の
保
管
す
る
も
の
に
関
し
、
こ
れ
ら
を
所
持
し
、
又
は
保
管

す
る
方
法
並
び
に
所
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
物
品
の
量
及
び
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
信
書
の
通
数
に
つ
い
て
、
少

年
鑑
別
所
の
管
理
運
営
上
必
要
な
制
限
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

少
年
鑑
別
所
の
長
は
、
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
在
所
者
が
引
渡
し
を
受
け
て
所
持
す
る
物
品
又
は
在
所
者
が

受
け
た
信
書
で
そ
の
保
管
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
者
が
、
少
年
鑑
別
所
の
長
に
お
い
て
そ
の
物
品
の
引
渡
し
を

受
け
、
又
は
そ
の
信
書
を
領
置
す
る
こ
と
を
求
め
た
場
合
に
は
、
そ
の
引
渡
し
を
受
け
、
又
は
領
置
す
る
も
の
と
す

る
。

４

少
年
鑑
別
所
の
長
は
、
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
在
所
者
が
引
渡
し
を
受
け
て
所
持
す
る
物
品
又
は
在
所
者
が

受
け
た
信
書
で
そ
の
保
管
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
在
所
者
が
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ

の
物
品
を
取
り
上
げ
る
こ
と
又
は
そ
の
信
書
を
取
り
上
げ
て
領
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
領
置
金
の
使
用
）

第
五
十
五
条

少
年
鑑
別
所
の
長
は
、
在
所
者
が
、
自
弁
物
品
等
を
購
入
し
、
又
は
少
年
鑑
別
所
に
お
け
る
日
常
生
活

上
自
ら
負
担
す
べ
き
費
用
に
充
て
る
た
め
、
領
置
さ
れ
て
い
る
現
金
を
使
用
す
る
こ
と
を
申
請
し
た
場
合
に
は
、
必

要
な
金
額
の
現
金
の
使
用
を
許
す
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
自
弁
物
品
等
を
購
入
す
る
た
め
の
現
金
の
使
用
に
つ
い

て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

購
入
に
よ
り
、
領
置
総
量
が
領
置
限
度
量
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
と
き
。

二

在
所
者
が
被
観
護
在
所
者
又
は
未
決
在
所
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
刑
事
訴
訟
法
（
少
年
法
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
購
入
す
る
自
弁
物
品
等
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と

き
。

（
被
観
護
在
所
者
の
領
置
金
品
の
他
の
者
へ
の
交
付
）

第
五
十
六
条

少
年
鑑
別
所
の
長
は
、
被
観
護
在
所
者
が
、
領
置
さ
れ
て
い
る
金
品
（
第
九
十
八
条
に
規
定
す
る
文
書

図
画
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
、
他
の
者
（
当
該
少
年
鑑
別
所
に
収
容
さ
れ
て

い
る
者
を
除
く
。
同
項
及
び
次
条
か
ら
第
五
十
九
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）へ
の
交
付
（
信
書
の
発
信
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
。
同
項
及
び
次
条
か
ら
第
五
十
九
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）を
申
請
し
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
れ
を
許
す
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
物
品
が
刑
事
訴
訟
法
（
少
年
法
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
同
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
交
付
が
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ

る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

被
観
護
在
所
者
の
保
護
者
等
に
交
付
す
る
と
き
。

二

婚
姻
関
係
の
調
整
、
訴
訟
の
遂
行
、
修
学
又
は
就
業
の
準
備
そ
の
他
の
被
観
護
在
所
者
の
身
分
上
、
法
律
上
、

教
育
上
又
は
職
業
上
の
重
大
な
利
害
に
係
る
用
務
の
処
理
の
た
め
被
観
護
在
所
者
が
交
付
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
き
。
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